
事後調査回答者の利用が転換されると、年間 1万 8千人
の利用者増に繋がる !! ( 年間利用者の 1割弱 )荒尾市モビリティマネジメントの結果
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 ・ お試し乗車券は、2ヶ月間で 277 枚利用して
もらい、バスの利用者増にも貢献しました。

動機付け冊子 (6P) あなたの公共交通での行動プラン提案票 自宅近くのバス停時刻表 公共交通マップ おでかけイベント情報

体操教室参加者への説明体力アップ体操教室の様子
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利用者に好評

公共交通
初心者に好評

公共交通
初心者に好評

フィードバック冊子（全 6P） 今後の公共交通の利用意向

バス利用者数とお試し乗車券の利用 今後の公共交通の利用意向 今の車利用の何割くらい転換できそうか？
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  ・  荒尾市MM事業では、体力アップ体操教室の参加者であるアクティブシニアにターゲットを絞って、運営者と協働で
MMを実施した結果、非常に高い公共交通への転換効果（全参加者の約 1割）と回答率（50％前後）が見られました。

  ・  参加者 1人 1人に寄り添う SMM（執念のMM）で、現在の行動、公共交通の利用目標、実績について
　コミュニケーションを図りながら、今年度も荒尾市MM事業を継続して進めていきます。

体力アップ
体操教室

 ・65 歳～ 80 歳以上の女性の方々が中心
 ・運転免許証は 6割が保有。ほとんど
の方が「現時点で返納するつもりは
無いが、将来的に検討する」意向

 ・返納後は 7 割の方がバスを使いた
いようです

 ・ 28 カ所の体操教室に
2回目の訪問
 ・ バスなどの公共交通を
使ってもらうため” 利
用促進 6 点セット” を
参加者に手渡しして、
公共交通を使ってい
ただくように呼び掛
けしました。

 ・今後公共交通へ転換する可能性の高
いアクティブシニアを対象
 ・ 市内28カ所の体操教室にお邪魔して、
MM について説明、協力のお願いを
しました !

 ・ これまで公共交通を利用し
ていなかった 49 名が、利用
促進後に公共交通を利用
　( 全参加者の約 1割 )
 ・ 事後調査回答者の利用が転
換されると、年間 1 万 8 千
人の利用者増に
　（年間利用者の約 1割弱）

 ・ フィードバック冊子として、事業の結果、 
利用して支える公共交通、 カロリーや CO２
の変化 、 バスの割引サービス、 高齢者の事
故、免許返納、についてお返し
 ・ 冊子を見て、今後さらに公共交通利用を増
やしてもよい方が 48 名にものぼりました
　（全参加者の約 1割）

STEP

～荒尾市モビリティマネジメントの紹介～
福祉関連団体との協働による体操イベント参加者を対象としたMM

お試し乗車券は、2ヶ月で 277枚の利用、約半数の方が利用

これまで利用していなかった49名が利用促進後、公共交通を利用（全参加者の約１割）

今後さらに公共交通利用を増やしていい方が48名（全参加者の約１割）

1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

28カ所を再訪問、お試し乗車券を含む利用促進6点セットを手渡し、運営者も協力！

体力アップ体操教室（市内 28 カ所の公民館で週 2回開催） 健康づくり推進員 ( 運営者 ) への協力打診

現在の主な移動手段 将来の移動手段（複数回答）運転免許証の保有・返納意向

体力アップ体操教室参加者のアクティブシニア540名を対象、市内28カ所を訪問

詳しく知りたい方は　荒尾市政策企画課　℡ 0968-63-1273 まで、ご連絡ください。




